41：デマ情報によるいじめが起きたらどう対処しますか？
 (
自分の噂が流れている。それって本当のことじゃないのに・・・
どうしよう。
)



≪問題≫
　　中学２年生のＡさんは、医療系の仕事につきたいと考えている。ある日ボランティアの一環としてＡＩＤＳの患者たちの勉強会（交流会）に参加した。
　次の日、学校で友達にＡＩＤＳの交流会に参加したこと、それが非常に勉強になったことを伝えた。友達はその時は笑顔で話を聞いてくれた。
　しばらくして、クラスの皆から避けられるようになった。挨拶をしてくれない、質問に答えてくれない、手をつなぐように指示された授業でも、Ａさんとは誰も手をつないでくれなかった。
　ある日、クラスのＨＰの伝言板に「ＡはＡＩＤＳに感染している。感染を広げるな」などといった書き込みがされているのを見つけ、それが避けられている原因であることを悟った。
　友達を問い詰めたところ、Ａから聞いた話をほかの友人にも伝えたところ、いつの間にかそのような書き込みがされていたということであった。
≪解決策・考えるすべ≫
1） 生徒たちの視点（担任が指示・考える場を提供する）
1 ＡさんがＡＩＤＳに感染していないということをクラスのみんなに理解してもらう。
・「ＡＩＤＳはどんな病気なの？」感染経路、症状を知り、Ａさんが感染しているはずがないということを理解してもらう。
・ネット上から起きた問題であるのでネットでＡＩＤＳについて各自調べてもらうことにより、自分の力で正しい情報を得るということを学ばせる。
　２）担任（教師）の視点
　　　生徒たちの誤解を解いた後
1 Ａさんの不安・受けた衝撃を和らげる対応が必要
　・誤解を解いた後に、改めて「Ａさんが体験してきたこと」を発表してもらう場を作る。それによりＡさんの体験をみんなに受け入れてもらい、ＡさんがＡＩＤＳの勉強会に参加してよかった、自分の体験したことは間違っていなかったと思わせる。
2 誤った噂を流されることが苦痛であることを分かってもらう。
　・ＡＩＤＳの正しい知識を持った上で、「ＡＩＤＳだ」などと間違った噂を流されたらどんな気持ちになるか、噂を流す側流される側になって実際にロールプレイを行う。その後、グループディスカッションでどんな気持ちになったかを話し合う。
3 情報は必ずしも正しいとは限らないということを理解し、そこから正しい知識を選択する重要性を学ばせる。
　・調べたことをグループごとに見合わせ、調べ方により表示された情報が異なっていることを気付かせる。情報は必ずしも正しいとは限らないため、それを鵜呑みにしてはいけないということを感じてもらう。
≪対策案≫
1） ＡＩＤＳの正しい情報を得る（保健指導・各自でのネット検索）
2） Ａさんの自尊心を守る（体験談の発表）
3） ロールプレイ（噂が自分に向けられたら？・相手の気持ちにたって考える）
　４）グループワーク（情報の信憑性について）
